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ー

直響ー

1
{
巳ー

協
会
活
動
状
況

●
四
月
十
日

(士
)
豊
平
峡
ダ
ム
専
門

委
員
壌

蒔
正
午
、
出
席
者
「ー

中
対
謙
平

(
北
電
土
木

都
)
、
伊
藤
健

二

(
水
道
局
拡
張
部

髭
)
、
市
瀬

勲
(
河
川
計
画
課
長
)
、
古

明
地
宏
通
(
阿
上
)
、

岡
本
成
之

(
水
道
局
拡
張
課
長
)
、

石
川
、

秋

山
∴
太

冊
、
子
幡
、
小

林
・

山
岡
、
井
手
、
以

上
十

二
名

勘

完

7
.

種

々
質
疑
応
答
あ
り
、
n
然
保
護

の
立
場
と

●

し
て
ば
現
缶

σ
ガ

ム

・
サ
イ

ト
予
定
地
よ
陰
さ

ら

一
五
百

メ
ー
、藁
ル
以
上
奥

に
ヶ

つ
す

こ
と
を

主
張
す
る
も
、
建
設
者
側
は
予
算
上
不
可
能
な

る

こ
と
を
説
く

.
こ
の
事
情
を
、
井
手

よ
り
会

長
、
知
事
、
市
長
な
ど

に
説

咀
す

惹
こ
と
と
な

り
、
明
白
な
結
論
を
得
な

い
裏
ま
散
会

、

●
四
月

二
十

一
日

(
水
)

知
45
公
宅

に
井
手
、
右

川

の
再
名

に
て
知
事

　

を
訪
門
。
知
事
は
・口
然
保
護
の
立
場
を
諒
解
さ

れ
開
発
局
長
と
談
合
す
べ
き
こ
と
を
約
さ
る
、

●
四
月
二
十
六
日

(月
)

午
後
四
時
、
党
垣
桐
開
発
局
長
を
井
手
理
事

長
訪
門
.
局
長
は
予
算
上
現
予
定
地
を
変
更
し

が
た
言

日
発
言

'.
知
事
も
そ
れ

に
ウ
い
て
諒
解

の
智
を
述

ぺ
ら
む
。

●
四
月

二
十
八

日

(
水

)

午
後
四
時
半
、

非
イ

理
塩
長
、
市
長
訪
門

・

市
長
お
よ
び
小
塩
跡
役

・二
懇
談

●
五
月
七
日

(
金

)

豊
平
映
ダ

ム
ニ
酎
す

る
意

児
害

(
34
記

)
を

知
事
、
開
亮
局
長
う
休

野
斤

長
官
、.
札
幌
営
林

、
尉
長
、
市

疑
、
道
庁
内

記
者
室
な
ゼ

に
配
布

.

●
五
丹
二
十

四
日

(
月

)
篇

八
回
理
事
会

正
午

よ
ゆ

出
庸
者
ー
「

子
幡

、
櫛

田
、
久

.須
美
(
道

ソ
ー
ダ
)
、
高
倉
、
石
川

、
、浜

田

(
北

電
)
、
楡
金

、
渡
辺
、
宮
脇
、
林
、
上
戸
(
伊
藤

紐
)
、
東
条

、
萩
原
(
代
)
、
船
犬
飼
、
ハ杯
H
(
大
島

代
理
)
、
井
手
、

他
ご
旭
川
営
け
.
"可
岩
部

、

淵

発
局
側

か
ら
市

瀬
、
古
明

起
、
.'一
・か
一
名
、
詩

二
+
各

.噛

1

　
昭
租
三
十
九
年
十
二
月

よ
り
昭
和
四
十

年
三
月
末
ま
で

の
会

計
報
告

霊、諒
承

、

2

豊

平
峡
ダ

ム
に
附
す

る
意
見
書
作
成

に

　

い
た
る
ま
で
の
経
誰

の
報
告

.
五
月
十
口
、
井

手

理
事

長
が
厚
生
省

お
よ
び
倒
乍

H
然
傑

蔑
協

会

訪
門

の
報
告

.

3

、
大
雪
ダ

ム
計
画
案

に
つ
い
'、
開
発
局
側

か
ら
説
明
。
種

々
質

雛
応
答

あ
り
・
東
条
会
長

よ
り
視
察
す

べ
き
ヒ
ーー
畳
案
あ

り
理
事
長

一
任

、

4

犬
飼
剛
会

長
よ
り
知
床
、
雄
島
、
小
島

視
察
報
告

、

㌧

5

日
本
n
然
保
護
協
会

へ
の
団
体

加
入
は

当
分

一
万
円
と
す
る
一
、

6

高
倉
常
任

理
事
よ
り
知
床
半
島
、
ウ
下

港

穿

ロ
ン
コ
消

砂
利
叢

に
つ
か
で
調

査
す
ぺ
き

二
と
の
発
冨
お

り
。

員̀

石
川
常
任
理
事
よ
リ
ナ

コ
タ

ン
ペ
湖
、

ク
ッ
タ
ラ
湖

り
保
護

の
こ
・二
、
登
溺
地
獄
谷

り

の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
道
路
は
設
け
な

い
こ
ど
に
し
た

旨
報
告
.

ρ

◎
六
月
十
8

(木
)
教
育
お
よ
び
編
集
委

-
.嶺

会

.●
ら

　

正
午
よ
り

.
犬
飼

、
伊
藤
(
秀
)
、
斎
藤

、
楡

金
、
大
谷
、
井
手
、
以
上
六
名
出
席
。
想

'

r会
誌
体
裁
、
部
数
、
.内
容
、
執
筆
者
准
ど
を

叢
継
撚
遡
転一

し
て
や
や
専
門
的
貰
料

を
つ
く

る
こ
と
な
ど
話

し
合

う
.

■
六
月
十
九

日
(
士
)
、

二
十
8

.、(
日
)
大

雪
ダ
ム
お
よ
び

ユ
コ
マ
ン
ベ
ツ
の
リ
7

ト
予
定
地
視
察

・

「、

σ

.

札

幌
よ
り
井
手
、
石
川
、
楡
金

、
旭
川
よ

り

.

学
大
教
授

・
稲
垣
貫

一
氏

(
髄

物
)
加
わ
り
、

開
発
局
古
明
地
技
官

の
案
内

に
て
大
雪
ダ

ム
予
,
、

定
地
を
視
察
。
層
雲
峡

一
汕

、
二
十
日
陶
旭

川

経
曲

ユ
コ

マ
ン
ペ

ヅ
に
至
り
漁
午
後
井
手

理
事

長
、
旭
川
林
務

署
長

分
案
内

に
て
中
継

地
点

ま

で
行
き
、

コ
ー
ス
を

λ
キ
㌻
で
下
る
.'.
ス
キ
ー

連
盟
代
衆
と
し

て
旭
川

の
今

村
源

吉
氏
、
速

水

G

.

.

O●

O

'
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氏
同
行
、

コ
ー

ス
予
定
地
は
ブ

ッ
シ

ュ
の
…刈
込

み
以
外

に
は
、

一
、

二
本

の
ダ

ケ
カ

ン
パ

の
ほ

か
、は

ほ
と

ん
ど
伐
木

の
必
要

の
な

い
.こ
と
を
捕

.

`

互

に
確
認
す

る
。
.

●
六
月
二
十
八
日

(
月
)
編
集
委

員
会

十

二
時
よ
り
。
犬
飼
副
会
長
、
井
手

、
石
川
、

高
橋

常
任
理
事
、
辻
井
幹
事
翫
席

原
稿
再
確

.
認

"

'.

●
七
月
三
十

馴
日

(
土

)
第

九
臥
理
事
会

■

午

後

二

時

よ

り
植

物

固

.
東

条

、

犬
飼

、
今

井

、

島

倉

、

金

光

、
櫛

田

、

久
家

∵
κ

宮

脇

、

高

橋

、

楡

金

、

斎

藤

、
高

倉

、
明

道

、

井

手

、

1

大

野
.
田
野
崎
(農
水
巌
部
長
代

埋
)
、
以

上
十

六
名
咄
席

。

1

大
雷
ダ

ム
お
よ
び

ユ
コ

ぐ
ン
ベ

ツ
ス
キ

ー

コ
ー

ス
視
察
報
告

.
な
お
大
雪
ダ

ム
に
つ
い

て
は
、
旭
川
お
よ
び
上
川
町
の
意

見
を
聞

く

こ

と
を
要

す
る
.
、

・
2

六
月
十

日
の
編
集
委
員
会

に
て
決
疋
し

た
会
誌
発
行
お

よ
び
総
会

に
つ
い
一
.η
認

つ

3

オ

b

ソ
コ
堵

に

つ

い
て

は

、

邸

須
.耐

知

　

寓

の
尽
力

に
よ
り
現
在
採

祈
予
定

地
以
上
は
採

石
を
中
止
す

る

こ
と
に
な

り
た

る
旨
報
告

、

4

七
凋

八
日
、
釧
路
市
公
民
館

に
お
け

る

博
物
館
大
会
第

二
日
、
n
然
保
護
と
文
化
財
保

護
と
が
議
題

に
な

っ
た

に
つ
い
て
、
井
手
理
事

長
招

加
れ

て
講
演
せ
る
旨
、
報

告
。

5

公
固
お
よ
び
n
然
保
護
関
係

の
部

局
を

一
元
化
し
て
強
化
す
べ
し
と

い
う
案

に
つ
い
て

現
在

で
は
不
可
能

の
旨
斎
藤

理
事

よ
り
説
明

、

6

知
床

調
査
団

に
つ
い
て
犬
飼
副
会
長
よ

り
報
告
・
観
光
船

か
ら
上
陸
さ

せ
ぬ
こ
と
、
欝

端

に
テ

ン
ト
村
を
設
け
さ

せ
な

い
、
日
本
で
唯

一
の
原
始
地
帯

と
し
て
残

し
た

い
旨
発
言
、
承

.認
さ
る
.

.
7

景
勝
地

に
お
け

る
物
売
り

に
つ
い
て
立

法
措
置
が

必
要

で
あ

る
が
、
協
会

と
し
て
意
見

書

を
出
す

こ
と
と
な

る
.

0

そ

の
ほ
か
意
見
交
換

の
後

、
辻

井
幹
事

よ
り

穂
物
学
上
保
護
し
た

い
地
域

に
つ
い
て
ス
ラ
イ

ド
を
も

っ
て
説

明
、
午
後

四
時
散
会

、

●
九
月
四
日
、
常
任

理
事
会

十

二
時

よ
り
.、
東
条
、
今
井
、
犬
飼
、宮

脇
、
噛

田
川

、
渡
辺
、
石
川
、
高
倉
、
井
手

、
金

光
、

斎
藤
、
松
岡
(
局
長
代
)
、
以
上
十
二
名
、

1

道
庁
委
託
費

の
使

用
方

に
つ
い
で

、

2

オ

コ
タ

ソ
ベ
湖
周
辺
の
自
動
車
道
路

に

っ
い
て
意
見
書

提
出
の

こ
と
、、

3

稚
内

の
日
本
最
北
端

の
地

の
碑

の
落
書

き

に
つ
い
て
、
関
係
方
面

に
意

見
書
を
出
す

こ

と

、4

自
然
公
園
内

の
レ
イ

ン
ジ
ャ
ー
増
員

の

要
望

,

5

礼
文
島
桃
岩

の
パ

ス
道
路

に
つ
い
て
調

査

.

■

オ
コ
タ
ン
ペ
湖
周
辺
特
別
保
護
地

区
の
自
然
保
護
に
関
す
る
要
望
書

支
笏
洞
爺

国
立
公
園

の
ナ

コ
タ

ン
ペ
川

口
か

ら
恵
庭
岳

西
北
麓
を
通
り
、
道
道
札
幌
支
笏
湖

線

と
連
絡
す
る
開
発
道
路

の
建
設

が
境
在
進

め

ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
明
年
度
は
オ

コ
タ

ン
ベ

湖
特
刑
保

護
地
区
内

を
通
過
す

る
区
間

二
つ
い

て
施

工
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
..
し
た
が

っ

て
そ

の
設
計
施
工

に
あ

た

っ
て
は
、
オ

コ
タ

ン

ベ
湖
特
別
保
護
地
区

の
も

つ
自
然
駄
観

の
美

し

さ
を
破
壌
す

る
こ
と

の
な

い
よ
う
十
二
分

の
配

慮

が
必
要

で
あ
り
ま
す

の
で
、

こ
こ
に
意

見
を

申
し
述
べ
る
し
だ

い
で
あ
り
ま
す

.

ナ

コ
タ

ン
ベ
湖
は
、
支

笏
湖

が
で
き

た
後
、

恵
庭
岳

の
噴

出

に
よ
り
こ
の
山

の
西
北
麓

に
生

ま
れ

た
周
囲

五
キ

ロ
、
湖

面
樗

撮
五
七

ニ
メ
ー

ト
ル
、
面
積

四
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
小
ギへ、な
堰
止

湖

で
あ
り
ま
す
が
、
周
調

は

エ
ゾ

一、
ツ
、
ト
ー3

マ
ツ
、
カ

ン
パ
、

ミ
ズ

ナ
ラ
、

セ

ン
ノ
キ
、

シ

ナ
ノ
キ
、
イ

タ
ヤ
カ

エ
デ

な
ど
か
ら
な
る
豊
富

た
原

始
林

に
お
お
わ
れ
、
漁

岳
、
小
漁
岳

の
山

裾

が
せ
ま
り
、
紺

碧

の
水
を
た
た
え
て
早
春

の

・

残
雪
、
帳
夏

の
深
γ隷
、
秋

の
紅
葉
と
四
季
折

々

の
変
化

に
富

み
、
原
始
的
景
観

の
多

い
木
道
で

も
人
工

の
全
く
加
わ

ら
ざ
る

ほ
と

ん
ど
唯

一
の

珠
玉

の
ご
と
き
貴
重
な

る
原
・始
的

存
在
で
あ

っ

て
、
学
術
上

に
も
甚
だ
傭

値
あ
る
重
要

な
る
地

●

,

区
で
あ
り
ま
す

.
国
立
公
園

計
画

に
お
い
て
特

別
探
薩
亀
区

∴
.指

定
せ
・り
お
、
厳
重
な

る
・鎚
然

保
護

の
要
求

せ
ら
れ

る
ゆ

え
ん
で
あ
り
ま
す

、

し
た
が

っ
て
開
発
道
路

の
日
的
を
達

す
る
に

際

し
て
も
、
特

別
保
護
地
区
と
し
て

の
貴
重
な

原
始
的

景
観

を
ど

こ
ま
で
も
完
令

に
保

持
し
得

る
よ
う
特
別
な
配
慮

が
な
さ
れ

る
べ
き

で
あ

っ

て
、
そ

の
工
事
弛
行

二
際

し
て
は
特

に
つ
ぎ

の

諸
.,一
二
留
意

ヤ・、れ

た

い
の
で
あ

り
ま
す
。

第

=

ド
は
森
林
景
観

の
保
持

で
あ
り
ま
す
が

施
工
の
際
の
支
障
立
木

の
伐
採

に
つ
い
て
は
閃

係
当
局

と
も
じ

ゅ
う
ぶ

ん
に
協
議

の
う
え
、
必

要
最

小
限
度

二
止

め
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

第

二
に
は
地
形

の
変
更

二
よ
り
、
湖
水

の
汚

り

濁

を
招
く
危
険
が
大
き

い
の
で
、
道

路
施
工

に

起
困
す

る
土
砂

の
流
矢
、
崩

壊
、
地
す
べ
り

な

ど

の
防
止

に
つ
い
て
十
二
分
の
拮
置
を
講
ず

る

要
が
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
ま
ず
完
企
た
法
画

絃
化
を
図

り
、
努

め
て
盛
土
施
工
を
避

け
、
切

取
施
工
を
原
則

と
す
べ
き

で
あ
り
ま
す
。

詮

お

這

々
札
幌
支
笏
湖
線

の
す
で

に
完
成

せ
る
部
分

の

二
お
げ

る
法
面
緑
化
は
、
ま

こ
と
に
よ
く
轄

備

却、、れ

て
お
り
、
範

と
す
る

に
足
う
も

の
が
あ

る

と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
今
後

に
お

い
て
も
同
様

に
じ

ゅ
う

ぶ
ん
な
施

工
を
期
待

し
得

る
と
信
じ

ま
す
e

第
三

二
は
、
切
取
り

に
よ
り
生
じ
た
残

土
は

風
致
維
持
上
、
取
特
別
保
護
地
区

に
捨
て
ず
、

O

一
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・二
れ
を
風
致

上
支
障

範
ツ
な
い
と
二
う
ま

て
運
勲

す

る

こ
と
を
要

し
ま
す

、
現

に
支
笏
鵡

二
近

い

地
点

で
の
不
用
意
な

る
土
捨
て

の
た

め
に
、
オ

コ
タ

ソ
ペ
川

の
清
流
が
著

る
し
く

汚
濁
し
、
ま

た
そ

の
崇
観
を
も
害
し
て
お
る
ご
と
き

、
二
度

と
く
り
返
え
さ
ざ

る
よ
う
じ

ゅ
う
ぶ

ん
な
注
意

を
な
す
べ
き
で
あ
り
ま
し
て
、
ま
た
、
.す

で
に

そ

の
復

旧

に
つ
い
て
は
当
然
考
慮

さ
れ

て
い
る

も

の
と
信
ず

る
も

の
で
あ
り

ま
す
。

第

四
に
は
、
道
路
が
沢
を
渡

る
ば
あ

い
、
橋

を
架
す

こ
と
を
原
則
と
し
て
、
で
き

得

る
隈
り

じ

ゅ
う
ぶ

ん
な
流
水
量
を
考
慮
し
て
施
工
す
ぺ

き

で
あ
り
ま
し
て
、
現
在

の
沢
を
わ
た
る
道
路

が
、
先

日

の
台
風

に
よ

っ
て
数

ヵ
所

に
わ
た

っ

て
決
潰

し
て

い
る
ご
と
き

、
素
人

目

に
も
そ

の

り用
意

の
不
充

分
な
る

こ
と
が
痛
感

せ
ら
れ

る

の

・
で
あ

り
ま
す
。

..
.

第
五

に
は
、
恵
庭
岳

の
頂
上
直
下
を
横
ぎ

る

木
道
路
中

の
最
難
所

に
つ
い
て
は
、
な
だ
れ

の

危
険

に
つ
い
て
じ
ゆ
う
ぶ

ん
な
る
措
置
が
講
ぜ

ら
れ

る
べ
き

で
あ
り
ま
す

、

第

六
に
、
本
地
区

に
対

す
る
利
川
施
設

の
問

題

で
あ
り
ま
す
が
、
オ

コ
タ

ン
ペ
湖

は
あ
く
ま

で
も
そ

の
原
始
性

の
保
持

に
重
点
を
置
く

必
要

が
あ
り
ま
す

の
で
、
施
設
と
し
て
は
そ

こ

へ
い

た
る
途
中

の
適
当
な
箇
所

に
便

所
を
設
け
る
な

ど

の
ほ
か
は
全
く
入
工
を
加
え
る
ぺ
き

で
な
く

歩
道

の
整

備
も
現
在
以
上

こ
ま
ま
と
ん
ど
必
要

噸

●

.
乙鴨.

ヒ

塾

ヒ

レ

・・胃し
三"
ヒ
層■
p
'

'.∵
へみ
…「
'ゆい
.・ノ
ベ
〃
ご
1
。
貿
∵
り
玄
,幽
・̀

一て
の
他
な
お
注
意
す
べ
・を
、問
願
恩
む
∫
の
噸勾
か
シ
噂

思
わ
れ
ま
す
が
、
要
は
開
発
道
路

の
建
設
.か
オ

コ
タ

ン
ペ
湖
特
別
保
護

地
区

の
も

つ
稀
有

の
自

然
美

を
よ
く

保
存

し
得

て
、
し

か
も
そ

の
機
能

を
じ

ゅ
う
ぶ
ん

に
発
揮
す

る
よ
う
じ

ゅ
う
ぶ
ん

な
る
配
慮
を
望

む
し
だ

い
で
あ
り
ま
す
.

昭
和

四
十
年
十

二
月
八
日

北
海
道
自
然
保
護
協
会
長

東

条

猛
脂

北
海
道
知
事

林
野
庁
長
官

北
海
道
開
発
局
長

..

.

開
発
局
長
官

札
幌
営
林

局
長

ら

厚
生
大
臣

国
立
公
園
審
議
会
長

(写
し
)

日
本
自
然
保
護
協
会

国
立
公
園
協
会

'

記
念
碑
の
落
書
に
対
す
る
注
意

道
内
各
地

の
議
勝
也

こ
あ

る
公
共
建
造
物

に

対
し
て
、
修

学
旅

行
者

に
よ
る
落
書
き
が
非
常

に
多
く
、
殊

に
記
念
碑
等

の
貴
重
な
存

在

に
対

し
て
も
、
そ

の
あ

と
を
た
た
ぬ

の
は
ま

こ
と

に

困

っ
た
こ
と

で
あ

る
が
馬
特

に
宗
谷
岬

に
あ

る

「
日
本
最
北
端

の
碑
」

の
ご
と
き

は
あ

ま
り
に

そ

の
こ
と

か
甚
し

か

っ
た

の
で
、
学
校
名

の
明

0

9

催

な
・二
、♪
匹
校

戸
道
内

一
、
真
"∵
斧
卍
三

)
.
一対

し

て
別
記

の
よ
う
な
注
意

を
し
た

.

そ

の
結
果
、
各
校
よ
り
本
会

∴
吋

し
深
く
遺

憾

の
意

を
表
し
、
将
来

り
注
意

を
約
さ
れ
、
♪
.、

ら

に
当
事

者

の
真
情
あ

ふ
れ

る
謝
罪
交

の
送
付

父
兄

に
よ
る
落

書
き

の
払
拭
そ

の
他

の
こ
と
が

あ
り
、
同
時

に
社
会
的

二
も
大
き

た
反
響

の
あ

っ
た

こ
と
は
将
来

の
落
書
き
防
止

二
つ
い
て
・も

ま

こ
と

に
意
義

が
深

い
こ
・二
と
思
わ
れ
た

、

§

拝
啓

貴
学
益

々
ご
隆
昌

の
こ
と
と

お
慶
び

串

t
上
げ

ま
す
、

先
般
本
協
会

々
員
が
日
木

の
最

北
端

で
あ

り

ま
す
稚
内

の
宗
谷
岬

に
参
り
ま
し
た
と

こ
ろ
、

日
本
最
北
端

の
地
を
示
す
石
碑

が
同
封
写

真
の

ご
と
く
、
貴

学
を
は
じ
め

い
く

つ
か
の
大
学
生

諸

君

の
落

書
き

に
よ

っ
て
擾

し
く
汚
損

せ
ら
れ

て

い
る
の
を
発
見

し
ま
し
た
、

近
年
貴
重

な
る
自

然
物
、
記
念
物
な
ど

の
保

護

の
必
要
性

が
特

に
認
識

せ
ら
れ

つ
つ
35
り
ま

す
と
卸
、・
に
、
将
来
教
育

に
た
ず
さ
わ
り
指
導
的

人
物
と
な
り
、
社
会
生
活

の
模
範

た
る
ぺ
き

大

学

の
学
生
諸
君
が
か

か
る
落
書
き

を
致

す
の
は

汚
名
を
天
下

に
曝

す

の
懲
行
で
あ

り
ま
す

、
さ

ら

二
重
要

な
る
自

然
物
、
記
念
物

な
ど

を
汚
す

こ
と
の
責
任

の
重

大
さ
は
十
二
分

二
反
省

せ
ら

れ

ね
ば
な

ら
ぬ
の
で
あ

り
ま
す

こ
の
際
、
貴
学

に
お
き

ま
し

て
は
、
よ
ろ
し

8

く

∵
・生
諸
書

二
ご
訓
誠
あ
ハ
・
ま
し
て
、
二
度

・ニ

ニ
の
よ
う
な
行
為
を
へ
ゆ
心}ざ

る
よ
う
ご
指
導

を

い
た
だ
き
た
く
切
01
五
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

二

噌

の
落
濫
き
を
貰
学

の
責
任

に
お

い
て
何
ら
か

の

方
法
で
払
拭
致
す
ご
処
置

を
計
ら
れ

る
よ
う
希

望
致
す
し
だ

い
で
あ

り
ま
す
.
た

お
、
該
碑

は

稚
内
市
長

の
管
理

に
属
し
て

い
ま
す
。

.

。

昭
和

四
十
年

九
月

十
六
日

北

海
道
n
然
偲
護
協
会
長

東
条

猛
猪

■

副
会
長

今
井

道
雄

副
会
長

犬
飼

哲
夫

、

埋
審
長

井
手

貴
夫

豊
平
峡
ダ
ム
建
設
に
関
す
る
意
見
書

昭
和
四
十
年
五
月
六
"

北
海
道
自
然
保
護
協
会
会
長

厚
生
大
臣

国
電
公
園
審
議
ム44会
髭

北
海
道
知
事

札
幌
営
林
局
長

北
海
道
開
発
局
長

札
幌
市
長

堂
垣
内
揃
弘
殿

.陳
田

与
作
殿

"
東
条

猛
猪

神
田

.

博
殿

足
立

正
殿

町
村

金
冗
殿

子
幡
・
弘
三
殿
o

■

.豊
平
峡

に
多
H
的
ダ

ム
の
実

施
設
計
予
算

が

決
定
致

し
、
愈

々
こ
れ
が
実

測
に
あ

た
る

に
つ

き

ま
し
て
は
、
ダ

ム
本
未

の
樋
的

を
達

す
る
と

と
も

こ
豊
平
峡
の
も

つ
・鎚
然
美

を
破
壊

す
る

こ

と
な
き
ょ
う
十

二
分

の
配
慮

が
禦
ま
し
く
、

こ

の
こ
と
を
特

に
希
望
致

す
次
第

で
あ

り
ま
す
。

●・

ド

一

●

●

9

■

●



豊

平
峡

は
こ
.氷
知

の
ご
と
く

、
支
笏
詞
爺

回

立
公
固
内

の
第

一
種
特
別

地
域
内

に
あ

り
凄.、し

て
、
支

笏
洞
爺

国
立
公
園

に
お

い
て
唯

一
の
漂

谷
美

と
し
て
か
け
が
え
の
な

い
も

の
で
ち

る
の

み
な
ら
ず
、
多
く

の
優

紅
た
渓
谷

を
有

す
る
北

海

道

の
噸
で
も
層
雲
峡
の
安
山
岩
型

の
…宥
祠
.↑

対

し
。
妙

義
山
型

の
集
塊
岩
型

の
岩
石
よ
り
成

り
立

ち
、
急
流
が
深
谷

の
中

に
奔

流
し
、
か

つ

両
錯

の
針
葉
樹
一林
中

に
適

当

に
多
種

類

の
広
葉

樹
を
配
し

て
、
新
緑
紅
葉

の
美

し
,も㌧と
と
も
に

北

の
郡
馬
渓

と
称
す
る
t
過

言
に
あ

わ
ざ

る
名

勝

で
あ

り
誉
す
。

ま
た
約

三
キ

ロ
に
わ

た
る
そ

の
漢
谷

は
南
北

に
長
く
、

易
照
時
闘

の
多

い
利
点
な
有
し
、
ま

た
札
幌
市

の
中
心
垣
よ
り
車

に
て
約

一
鱒
問

に

て
達
し
縄
る
ξ

葛

か
ら
、
高
等
学
穫

中
学

校
生
徒
の
n
然
観
察
の
場
所
と
し
て
、
舜
外
教

脊
占
多
く
利
用
せ
ら
れ
て
い
る
の
み
な
騒
ず
、

ま
島
、
癒
民
の
U
日
の
清
遊
地
と
し
て
需
古
く

か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
ま
た
そ
の

渓
谷
の
開
け
る
と
こ
ろ
に
は
多
く
の
美
し
い
腐

山
糖
物
も
群
蓄
し
て
お
り
盛
需

し
・た
が
っ
て
こ
の
漢
谷
に
ダ
ム
な
甜
購
眠
す
6

に
あ
た
O
で
、
そ
の
ダ
ム
サ
イ
事
の
鵬党

場
噂

に
つ
き
ま
し
て
絃
、
高
く
底
く
諸
般
血
覆
点
幽

ら
中
こ
分
の
検
詳
を
麺
え
ら
諏
て
、
;
の
費
重

・砿
る
渓
谷
美
セ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
槍宿
か
し
つ
つ
A

そ
9
旧
的
を
遼
せ
ら
れ
る
こ
ど
を
切
に
希
マ
中

る
次
第

て
あ

り
だ
ナ

巾
・・す
ま

て
」
℃
た
♪、
、
・n
妖
…の
紬夫
は

一
度
破
鱒
(

せ
ら
れ
ま
す
な
ら
ば
永

久
に
失
わ
れ

て
し
キ
う

の
で
あ
り
ま
す
が
、
維
持
保
存

せ
ら
れ
ま
す
な

ら
ば
、
数
世
紀
、
否
、
数
千
年

に
わ
た

っ
て
ま

こ
と

に
多
数

の
人

々
の
身

心
の
憩

い
の
場
と
左

る
と

こ
ろ
で
、
そ

の
価
値

の
大
き
さ
は
な
か
な

か
金
銭
を
も

っ
て
し
て
は
評
価
し

つ
く

せ
な

い

ほ
ど
に
高

大

に
し
て
貴
重
た
も

の
て
あ

る
か
ら

て
あ

り
ま
す
.、

し
た

が

っ
て
、
グ

ム
サ
イ
ト

の
決
定

に
は
n

然
美
を
守
る

よ
う
じ

φ
う
ぶ
ん
え
配
慮

が
望

ま

し

い
の
て
あ
り
ま
す

た
お
か

つ
、
ダ

ム
の
目

的
を
達
す
る
た

め
に
は
、
約
三

キ

ロ
に
わ
た

る

最
も
装
し

い
漢

谷
を
さ
け
て
、
そ

の
奥

に
ダ

ム

サ
イ

ト
を
設
定
す
る

こ
と
が
最
も
望
ま

し
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
.
し
か
し
、
そ

の
た

め
に
は
経

済
上
そ

の
他
、
多
大

の
困
難
も
予
想
せ
ら
れ
る

こ
と
て
あ

り
ま
す
が
、
上
述
せ
る
見
地

に
立

っ

て
わ
が
国

と
そ

の
将
来

の
国
民
と

の
た

め
に
、

高
度
な
解
決
を
期
行
し
た

い
の
で
あ

り
ま
す
.

た

35
、
ダ

ム
サ
イ
ト
が
最
終
的

に
決
定
.致
し

工
事
を
実
施
す
る

に
さ

い
し
室
し
て
は
、
渓
谷

美

の
保
存
上
、
特

に
一二
点

に
ご
留
意

を
い
た
だ

き
た

い
と
存
じ
ま
す
、

第

一
に
は
、
ダ

ム
サ
イ

ト
よ
り
下
流

に
あ
た

る
渓

谷
内

は
工
事
材
料
、
工
事
機
械
　な
ど

の
運

搬

.↑
よ

っ
て
渓
谷
庭
が
著
し

く
害

せ
ら
れ
る
危

憎

駄臥
か
あ
り
ま
す

の
て
、

ニ
カ

ら
は
靴
」
の
ン
涯
"γ
ノ

開
設

し
て
そ
れ
を
利
川
し
て

い
た
だ
き
た
く
、

こ
れ
は
ま
た
後

二
観
光
道
路

と
し
て
じ

ゅ
う
ぶ

ん
に
活
用
せ
ら
れ
得

る
と
存
ぜ
ら
れ
ま
す

、
し

た
が

っ
て
ま
た
、

工
事
設
営

の
場
所
も
ダ

ム
サ

イ
ト
よ
り
上
流
の
場
所
を
使
用
し
、
ま
た
施
工

方

法

に
つ
い
て
も
膚
然
を

で
き
る
だ
け
破
壊
し

な

い
よ
う

に
さ
れ

た
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
.

第

二
に
は
、
浜
谷
美
を
保
存
す
る
た
め
、
常

時
最

少
必
要
限
度

の
流
水
を
確
保
し
て
い
た
だ

き

た
い
こ
と

で
あ

ウ
ま
す
、、

第
三

に
、
現
在

の
道
路

は
歩
行
専

川
道
路

と

し
て
、
白
動
車
は

こ
れ
を
通
行
せ
し
め
な

い
こ

と

か
む
し
ろ
今
後

の
観
光
上
必
要

て
あ

り
ま
す

特
別
天
然
記
念
物

か
、
袈
禾

二
の
湊
谷

に
入
り
ま
す
道
路
は
た
だ

岩
岸

の
中
腹

な
通
過
す

る
の
み
で
、
道
路
よ
り

上
方
の
暴
観

は
こ
れ
を
眺

め
得
て
も
、
深
く
急

酸

爬
逐
流
そ

の
も

の
を
鑑
賞
す
る

こ
と
は
ほ
と

ん
ど
て
ぎ
た

い
状

態
で
あ
り
ま
す

の
で
、
諸
所

に
吊
橋
を
架
設
す
る
と
と
も

に
、
左
岸

に
も
適

当

左
歩
行
道
路
を
設

け
る
要

が
あ

り
ま
す
。

以
上
、
本
協
会

の
意
見

を
箇
単
な
が
ら
申

し

述

べ
て
、
豊
平
峡
ダ

ム
の
建
設
が
豊
平
峡

の
も

つ
貴
重
な
る
美
を
よ
く
保
存

し
得
て
、
さ
ら

に

新

た
な

る
人
工
美
を
加
え
ら
れ
ん
こ
と
を
心
よ

り
ね

か
い
、
じ

ゅ
う
ぶ

ん
な
る
ご
配
慮
を
希
望

す
る
次
第
て
あ
り
ま
す

○
印
は
田
指
宛
、
無
印
ほ
道
指
定

名

称
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